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募集要領
1．対象となる業績と候補者の資格
A．学会賞

本会正会員であって，化学工学に関する優
れた研究を行い，学術上特に大局的に顕著な
業績のあった個人。（ただし，過去に研究賞を
受賞した者は受賞してから満5年を経過しな
いと推薦を受けることはできない。）

B．研究賞
本会正会員が行った化学工学に関する新規

性に富む優れた研究，もしくは特に完成度の
高い優れた研究で，学術論文誌に発表された
もの。ただし，本会会誌掲載論文があること
が必要。受賞者は個人もしくは3名以内の共
同研究者。

C．研究奨励賞
2026年4月1日現在において満35歳未満の

本会正会員であって，化学工学に関する優れ
た独創性・萌芽的研究を学術論文誌（本会会誌
に限らない）またはproceedingsに発表した個
人。共同研究の場合は主な研究者1名に適用。

D．技術賞
本会正会員あるいは本会維持会員または特

別会員である法人に所属する技術者であっ
て，化学工学に関する技術または化学関連産
業の技術に関して特に業績のあった個人もし
くは5名以内の共同研究・開発者。

E．技術奨励賞
2026年4月1日現在において満45歳以下の

本会正会員であって，化学工学または関連産
業に関わる主として技術上の優れた業績をあ
げ，学術論文誌，特許，技報などで対外に発表，
または本会の年会・秋季大会・支部大会等で
発表した個人もしくは3名以内の共同研究者。

F．女性賞
化学工学または化学関連産業に関わる技術

上の優れた業績をあげた，あるいは化学工学
に関する優れた研究を行い，かつ男女共同参
画推進のための制度や環境の整備に貢献した
個人。

G．功労賞
①教育功労賞

本会正会員に限らず，化学工学およびそれ
に関連する基礎教育に従事し，教育上顕著な
業績または功績のあった個人。本賞は，高校，
工業高校，高専，および大学関係者等個人を
対象とするが同一業績について3名以内の連
名で受賞することができる。

②研究功労賞
本会正会員に限らず，化学工業技術に関連

する業務に当たり，装置，器具の開発・改良，
特殊技能およびデータの取得・整理などを通
して，研究支援に貢献のあった個人。本賞は，
高専，大学，および企業関係者等個人を対象
とするが，同一業績について3名以内の連名
で受賞することができる。

③学会活動功労賞
本会正会員，または本部，支部の職員（元職

員，嘱託に準ずる者を含む）であって，支部，
地区懇話会，あるいは本部の諸委員会での活
動，会員増強などの学会活動を通じて，本会
の発展に貢献のあった個人。

④国際功労賞
本会正会員に限らず，化学工学関係の国際

会議等の運営及び海外関連学協会との交流・
運営に貢献を行った個人。

H．フェロー表彰
推薦時に化学工学に20年間以上関わってい

る正会員である者，あるいは10年以上本会に
在籍する正会員（学生会員期間は除く），およ
び会長が推薦する正会員個人で，化学工学な
らびに本会の発展に貢献し，今後も寄与する
個人。

I．教育賞
本会正会員であって化学工学に関する優れ

た教育（講義，演習，実験等）を教育機関，産
業界あるいは学会で実践している個人もしく
は複数の共同実施者に贈与されます。

　　　
2．表彰の件数

A．学会賞 2件以内
B．研究賞 3件以内
C．研究奨励賞 5件以内
D．技術賞 5件以内
E．技術奨励賞 5件以内
F．女性賞 2件以内
G．教育・研究・学会活動・国際功労賞
　　 各2件以内
I．教育賞 5件以内

　　　
3．表彰の内容

A．学会賞 賞状及び記念碑
B．研究賞 賞状及びメダル
C．研究奨励賞 賞状及びメダル
D．技術賞 個人に賞状及びメダル，
　　 代表者の属する法人に記
　　 念牌
E．技術奨励賞 賞状及びメダル
F．女性賞 賞状及び記念品
G．功労賞 賞状及び記念品
H．フェロー表彰 化学工学会フェローの称号

I．教育賞 賞状及びメダル

4．表彰は，2027年開催の本会表彰式において
行う。

　　　
5．推薦

（1）学会賞・研究賞・研究奨励賞は，正会員の推
薦による。推薦件数は，各賞につき正会員は
1名あたり1件とする。技術賞は，維持会員，
特別会員，支部長，部会長または地区懇話会
長の推薦による。推薦件数は，法人会員は1件，
支部長及び部会長は2件以内，懇話会長は1件
とする。技術奨励賞は，維持会員，特別会員，
支部長または部会長の推薦による。推薦件数
は，法人会員は1件，支部長及び部会長は2件
以内とする。女性賞は，維持会員，特別会員，
正会員の推薦による。推薦件数は，各会員1
件とする。フェロー表彰は，会長，維持会員，
支部長，部会長，名誉会員または正会員の推
薦による。なお，正会員は3名以上の連名に
よる推薦とする。教育賞は（1）本会正会員，或
いは，化学工学系の学科または大学院専攻を
取り纏める責任者（学科長／専攻長に相当）の
推薦による。

（2）教育功労賞は，支部長または人材育成セン
ター長の推薦とする。研究功労賞は，維持会
員または特別会員の代表者，支部長，または
部会長の推薦による。学会活動功労賞及び国
際功労賞は，支部長，部会長または常置委員
会委員長の推薦による。推薦件数は，各賞と
も1件とする。

（3）本会で定めた推薦方法に従い，本人の了解を
得た後，所定の書式による推薦書一式（電子
ファイル）をWebサイト（https://www.scej.
org/award/apply.html）内の推薦要項に従い，
本会宛に6月30日までにアップロードして提
出してください。

（4）推薦された候補者は，所定の書式による選考
資 料 一 式（ 電 子 フ ァ イ ル ） をWebサ イ ト

（https://www.scej.org/award/apply.html）内
の推薦要項に示されている手順に従い，7月
31日までにアップロードして提出してくださ
い。

　　　
6．問合せ先

公益社団法人化学工学会
学会表彰担当
TEL：03-6801-5563
E-mail：soumu@scej.org

推薦締切　学会賞・研究賞・研究奨励賞・技術賞・技術奨励賞・女性賞・フェロー表彰・教育賞：2026年6月30日
　　　　　功労賞� ：2026年8月31日

　2026年度化学工学会賞（学会賞・研究賞・研究奨励賞・技術賞・技術奨励賞・女性賞・功労賞・フェロー表彰・教育賞）
の受賞候補者を会員各位より，下記募集要項をご留意の上ご推薦いただきたく存じます。
　（アジア国際賞は，推薦締切が2月15日となり，Webサイトにて推薦ご依頼申し上げております。）
　なお，推薦方法の詳細及び推薦書はWebサイト（https://www.scej.org/）の表彰ページをご覧ください。

2026年度化学工学会賞候補者の推薦について
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本特集は，2022年1月号に『未来を創るイノベーション
の担い手「大学発ベンチャー」』と題した特集 1）が組まれて
以来の企画です。この間，「ベンチャー」という言葉に加え
て「スタートアップ」，最近では「ディープテック」という概
念も急速に浸透してきました。前者は大学発の技術の実用
化という色合いが強かったのに対して，後者は科学的な新
規性や技術の独自性だけでなく，社会課題の解決や社会変
革を志向する起業形態として注目されています。

化学工学は，石油化学工業における生産工程の課題解決
から発展してきました。今日ではカーボンニュートラル社
会の実現に向けて炭素自立・循環の概念を提案し，地域ご
とのカーボンニュートラルのグランドデザインにも取り組
むなど，時代と地域の要請に応じて多様な社会課題に挑ん
でいるところです 2）。こうした姿勢は，まさにディープテッ
クが掲げる価値観と深く響き合うと感じています。

アメリカ経済学会会長を務めたJoseph Schumpeterは，
イノベーションを生み出す主体は科学者や技術者でもな
く，「新結合を実行する起業家（アントレプレナー）」である
と述べています 3）。経済発展の源泉であるイノベーション
とは，技術的な発明そのものではなく，価値を生む新しい
組み合わせ（新結合）を社会に実装することだと強調され
ています。大企業は技術の蓄積やブランド力を強みとし
て，既存顧客ニーズに対応して改良・改善を行う「持続的
イノベーション」を得意とするも，既存の前提を覆す「破壊
的イノベーション」には対抗できない“イノベーションの
ジレンマ”も指摘されてきました 4）。現状の組織では，大
企業の内部から社会を変えるほどの破壊的イノベーション
を生み出す難しさも聞こえてきます。一方，大学などの研
究機関では研究者の好奇心を起点に幅広いテーマに挑戦で
きる自由度があるなかで，化学工学では社会ニーズを捉え
た研究開発を指向することは比較的多いと感じます。それ
ゆえ，本特集でイノベーションの担い手であるスタート
アップ企業への期待を取り上げるのも必然の流れといえる
でしょう。

私自身，岡山大学発ベンチャーとして株式会社フルエリ
アを起業し，本学では代表取締役も兼務可能なことから二

足のわらじを履きながら挑戦を続けています。大学生まれ
の技術を基盤とする“ものづくり”企業でありながら，ス
タートアップ／ディープテックの文脈において，社会課題
を解決できる“コトづくり”企業へと発展させるべく，研究
者として培った経験を生かしつつ，起業家として社会に価
値を届けることの難しさと手応えも日々実感しています。

化学工学会では，創立100周年を迎える2036年に向け
てVISION 20365）が公開され，その柱のひとつとして“社
会実装を加速させる”ことが掲げられています。ここには
本学会が社会起点の課題解決と新たな価値創造を強く推進
していく姿勢が示されています。本特集を手に取られた皆
様には，今取り組まれている研究開発が近い未来あるいは
遠い未来の社会変革につながる姿を改めて思い描いていた
だき，研究と社会をつなぐ視点を，各記事から汲み取って
いただければ幸いです。そして，起業は決して特別な選択
肢ではなく，社会実装への確かな一歩となり得ることを，
本特集を通じて共有できればと思います。

研究と社会の橋をかける： 
ディープテックの時代に
    
Bridging Research and Society in the Age of Deep Tech
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Tsutomu ONO（正会員）
1994年 九州大学工学部合成化学科卒業
1997年～1998年　日本学術振興会特別研究員（DC2，PD）
1998年5月 九州大学大学院工学研究科分子システム工学専攻
 博士後期課程早期修了（博士（工学））
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2004年～2005年　米国スタンフォード大学 客員研究員
2006年 岡山大学大学院環境学研究科 助教授
2007年 同 准教授（改組に伴う名称変更）
2012年 岡山大学大学院自然科学研究科 教授
2022年 株式会社フルエリア 代表取締役
2023年 岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 教授（改組に伴
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現在に至る
連絡先； 〒700-8530　岡山市北区津島中3-1-1 

岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域
E-mail　tono@okayama-u.ac.jp
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